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▲完成した第2種標津′魚港全景

f=31`柁標津漁港かHH和H･i･九
年姥-水で･:化成Lました.九月川日には竣｢式が,T後二時から標津漁港で行われ'漁船の粘トパレートなどで完成を祝いま七また､同日午後二一時から竣工祝

iH全が標津漁兼協同組合ホール
でわわれます｡

偲津漁港は､昭利一土ハ年六

月に節一棟漁港として雄設が計的され､糊和1卜八牛に摂津桜木町毒杯の同道.四川=T松と川1`しこ=ケ絞交弟･=州前)　の海相に漁港姐ル収-恥を石工しましたoLかし､姐設付置の問題や経済竹の伽から朽ちが必要であるとして､習年(lT十九年)　には工恥が小山ともっiJ結締かあります.根菜軸城にあっては漁業竹虎の雨紫役割をはたす漁港は､必安不吋欠たとして関係機関にょる協拭かれねられ'その結果附和　十川年に税iSの位置に漁港建設が純まりまLLJ｡

第2種標津漁港の概要
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計向から尖施まで永い中日が

かかりまLLJか､昭和三卜に年に基礎湘充を完了し､昭和`卜六年に起工のはこびともりへ今日まで年次計州で漁港娃ル収の-事が進められてきました｡

標津漁港の三11初計内では､範

`種漁港としてL封が進められ宕｢からし軒たつLJ昭和四十三牛九月に､現也のカー巾場前か.部利用開始されましたo昭和川T四年からの第四次漁港整備対内の中で'より充実した漁港や備に向けて⊥恥が進められ､昭和四･L八年六月にf=S.柚から第二裡漁港に梯別変むになり､根

〟

案中部海域の約･:1･'沖命漁Hr避雛前進必地としてより頚要な役劉をはたす拠･=-･州漁港として整備拡充かすすめられてきました｡
永い年月をかけて祉準i朝が

すすめられてきました野緬標津漁港は'昭和はい九年也-恥で必要施設の小化成をみたもので現在では1cu-ンクラスの紙船が入港でき､漁業tl碓基地としてますます不安な紋別をはたすものと即糾されています｡

今後は'f=gL次漁港整備.=何

のなかで改良か加えられて完成港となっていきますo



友好都市一大畑町から

剣道少年使節団来町

I

ボランティアで

児童遊園地整備

友村耶ホ半日森肘大仰剛から､

大畑剛剣池スポーツ少年使節印が八月八日腰椎叫を+Sずれましたo
一=は小中学〃ll･L八名と指

や日日ら･L六名で'八日tr筏pq畔
111分に標津に到荊Lt　北ん徹

卜師､ポー川史跡_1然公樹などを見…リーしました｡

九=はiL=刑八時から町総人目体

市館で両叫スポーツ少叶川日の友村税54=付回けいこか.汀われましたo　このあと卜叫から人畑町と拙津Mの射日に分れての誠人目

^熱戦くりひろげた紅白試合

が行われ､熟職の末卜･ハ勝八敗E引き分けで'撚津E=が地化の利を勺かして勝利を収めましたo糾い誠人=のあと小･巾…∵牛による選抜試人目も.〓われ1人力を親いました｡

五十八勺八日に標津叫剣退ス

ポーツ少勺使節-川か人肌叫を13_れていますがへ　この叫の針∩試
人目では標津町が敗れておりますo

〟.日は中央公は餌で林虫のあ
と知休峠へ.〓き､-;糾州蹄につきまLL)｡

川北地ーメ叫･H公地人=仝　(公に

柿.判さん)と山北名人クラブ(公八森パ=:∨川郎さん)　か人目川で川北地2LSM八･=-逝脚地の竹棚を
.日もいました.

これは'川北地1にある　つ

のLJ.11遊榊地の逝‖ハのサヒ､フェンスの破損なとか､ひといことから､√代たちのためにり力制令目しょうと.けなわれたものです｡

吐まった仝CはI I;じれてフ

エンスのこわれているカ稗の補修､砂場の純化収のほか､サビている遡‖Tをハケでひとつひとつていねいに軽装していきまLL)｡心･kiJ..･1日など色とりどりに権られた遊‖ハは､八日　目から的

卜日岡かけて即日州川根にt･まれかわりました｡

新らし-なった適材地に､′

伏たち〓八･):ひで､きっそ-難し-遊んでいました｡

例年にない炎人卜の中の¶光

で会Cの人たちも披れきふてしたが'/伐たちのためにと快い汗を流しました｡
ETでは'この.･=州に対し係っ

た絶朝の一部を助成することにしています｡

･ I f J　　　　/ ､&

自-じゃ-寄贈茶志骨佐々木幸一郎さん牧場ロビーに　〟‖-じゃ-〟

のは-製か布附されましたo

脚り､卜は楳津別字茶L心11､佐

々木IB:　郎さん｡このは-製と
･なった口くじゃくは､数年前か

ら怖々木さんが飼っていたものですが､氾ころ死んだLJめはく製にして剛に寄附したもので+o

文部大臣から
表彰受ける
川北

矢吹弘照さん

矢吹弘順さん　(標津叫欺ff委
香的太)　は'特徴ある学校鞭人目の振敗へ　文化相の収牡保巾など地域の教iE文化の向-に功紙かあったとして､文部人川から地力教巾功労bC炎杉をT=ぺけまLLJ｡
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▲開会式で両チームに募金箱を　▼午後6時試合開始

二〇九回の熱戦の未【五五村】四四でサーlPシバワース二連覇

㊨㊨㊥

標津町社会福祉協議会主催の
〟第二凹チャリティソフトボ-ル大全ガンバレ24〟が'八月二十四日他午後六時から八;.`卜五日午後六時までの丸l H閃､川北･上田組野球場へ剛常鳩ケ丘球場を会場に､ミルクパワーズ　(酪農地区)対サーモンパワーズ　(海付地哲　の熟職を繰り

ひろげました｡

武弁は夜間叩端を･=…灯して午

後六時に開始されましたo舶後まで両チームの接戦が縦き'結果は二C九回を峨かって一L:丑対`Mg:qで'サーモンパワースか.迎都をしました｡

全域に設けられたチャリティ

寄食コーナーには､i)くさんの

▼たくさんの人が協力してくれました



▼接戦で応援に力が入ります

募金総額は

6001626円
隠かいご協力ありかとうございました｡

人たちがTt,3ずれ､空き缶やれL:どンに入れた券令をんtて-れました.券食に協力して-れた八には'甘…･Llフイルムの協力でその場で記念写貢がプレセン-されまLL)｡この躯命で牡まったお令は六卜〃｣ハ打`IL･ハ円になり一卜九日に札幌テレヒ宛に送令しました｡

また､全域では叫チームのm

L点と勝利チームの予想投票を受けHけ､た-さんの力に応蒔いたたきました｡残念ながら過小した人はおりませんでしたので応券名仝‥日の中から川過で､次の六名の方に慣]…を贈りました｡標津･小鮒ユリ/さん､南仲代さん､柴‖俊之さんへ　川北･手嶋京fさん､･.円谷稚さんへ　丹膝美和/さん｡

〕上古多糠小児童

夏まつり益金を寄付

八日`L I目し+=多糠小学校

LJ壷八和が､拭け叫利会帥祉協議会を此れ〟∴･1川畔糊テレヒ〟に届けてと､川､八八二日を的参して-れました｡

この義堀金は､八H卜..‖｢

rども夏まつり｣を問いて'夜店で門た益金と地域の人達から等Nいたたいたもので､このお金か川非のこまっている人達の役に立てばと持参して-れわものですo

剛社会相祉協議会では､きっ
そ-この末技金を､日本テレビ

の.卜川叫帆テレビ小梢局砧に送令しまLL)a

▲健闘をたたえ両チーム監督が櫨手

標津町老齢福祉年金

今年度は二十名の方々に

町は八月十四E;″標津叫老齢

福祉年令〟を支給しました｡
この制度は､河村制限や他の

公的隼余受給などで､川からの老齢柄祉年金の支給を什･:-されているお年寄りの方々に':lllが独白に老齢福祉年金制度をル収けているものです｡

A･牛皮は1`卜･yt　(益軒‖八日目)　のカ々が刈毅になり､小

川榊町民か`人ひとりを訪ねて｢長い間地域兆脱に苅献いたたきありがとうこぎいます｡ますますのこ泊跡をお祈りしますDJのメッセージを添えてヰ抽LLました｡



昭利∴-牛襟川叫減会那川回

臨時会'が閥会されるにあLJりまして､ここに向こう州勺帆にわたって叫政に臨む私の何日と端本的ち号えを明らかにして'E=浦全滅;7な･;ひに:1比の竹様のご印解とF)協力をいたたきたいと存じますD

私は､町民竹様の址かい二女

域によりましてこの六日にMkに就任させていLJ1'き剛政を相当することにもって以束､=Lカ月;に入り､この川.‖政謂析軌の力椴にわLJリ､相に摘公議的芥位には人変なお力添えと激励の一=盛の数々を伯叔し､改めて深茶なる感謝を申し-ける次郡でございます.
ここに､川牛佃にわi)り剛政

に臨む私の井本的な考え力について申しーげますo

まず､町政運営の
基本姿勢についてで

あります｡

入来に向かってたくましいぴ

みを続ける標津叫の搬出は､(∫中で問鵜以来打六年日を迎え､多-の尊い市税を伐しておりますひ

幾多の犯人が北辺のこの地に

～

何杯の卿を入れ､鵬しい凪T ･に耐えてリ日々と築かれた恨む追付ともいうへきこの日.Tれ余の:輪の巾さを深くかみしめ､九人の二道･心を糾いて､雌津叫　川紀の比がる入水へ'｢∬Jか〓んでいて山かった'そんなlB:ぴを舐り人目えるまちつ-り｣　のために成し‖る=mX=をつ-し､次の糊代へ引き糾いでゆ-ことか'私をはじめ現代に1きるbSの使命であると考えるのであります｡

このための姑本望勢として'

つねにH治の原･=…である｢八川尊前｣'｢1柄使先｣'そして町はとともに考え､町民とともに妙む｢日比,-体｣　の:T政を即に'横合の志･貰｣串柿Lt　叫hLTの竹城のご協力をいたLJき･Liから､初心を忘れることなく､nんを厳し-押し､人と人とのぬ-iりが仏わる郷卜燃津叫の発腿にこん身の努力を巾ねる･:.;1悟でありますo

淑L-fi=れ動-内外の絹f=幣

はいよいよ厳し-'人1日のEEl山f=.机を耽りま-州.仙境もますます深刻な規範を=･しておりますo

川際紺桝の止別快速は､H内

相折は･Jとより地域の‥;光淵T･=伽にもれ幣をりえ､ひいては叫

:_～_=H H],I,-_.i∴｣･=.∵㌧

帖いかけりを牌としていると‖心うのてあります｡

HS.〓糊此改小'教巾改={

紬祁淵制性の改小ちと引合制蛇の目釧ふや,l=j Lか4-日のように大き-壁.;!=Lようとしている叫はありません｡

これらの油状か､川払拭津線

の椀-トや･)::･:林粥の紘焼付など大きな地域川越として現川してきております｡

またへ　地力財政も巾人な枯機

にさらされており､ますます深刻の度を深めております｡

んでは､あらゆる分町にわ

たって川際化の杖か押し布せ'また'ハイテクノロジー'ハイオテクノロジー､郎茶利など析純米サ命とも岬はれる技術不新のうねりと郎Jqを(=わせ=川也情純化･:7代か概に到来しています｡

住民の行政に対するニーズも広範にわたり多様化してきており､より高い水準での対応が求められております｡
私は､峨綾川卜勺のC=日の

11･にあたり､　-　川紀に向

■

かって叫すところー:tTのへしまちつ-りS細川たるん引与れち川さなけれはた･rijい叫であるとらえますので､;代の流れを的佃に化淋しこれを兄柚め､新しい叫代の人肌的trA==Uかさと
‖=人多数の日比の-せを念城に

餐ET壌郷の和伸に･:I:んLJLT
ln剛.ifの=火知と爪軌､をお川りし､

地城稚拙の解決に努めてまいりますo

あわせて淑哨する朋政耶紫に

ついても､迎える　- `川紀を娘甥しっつ木叫にとって(･何を成すへさか'あるいは､人-から川を進めてゆ-へきなのか施策の選択に卜分,i=意をし､引合的公平を期するちかで効率的財政相資により肘政の健<･竹幣持にに卜分配慮をしてまいる所々であります｡

まちつ-りの北本目標をかか

けるにあiJつては､まずへ本E=のむんできた傑出､岨卜､EEかれている地域的な条門､特刊を肺まえ'==Uから火水を域S･ lLLJまちつ-りが進められなければなりませんo

それには､:l比の=:tらしの32=j

収である=ukL LHの向卜を目途として､好みと広がりのある綿



済活動､fl経机動かt･=発に展開されなければなりません｡

また､心まれた拘りから･;秋…は

れ比永久の肘虎であり'かけがえのない･Jfであります｡n秋川を人切に守り何てて子孫に継承してゆ-ことは､私どもの人きな試作でJありますo

人々のぬ-もりと思いやりあ

ふれる郷卜づ-りは'列氏すへての思いでもありますD

個性と味わいがあり'廿Mい文

化也を柿ち'地域のへL)たりのない理想郷の建設は'誰もが願っていることでありますo

私は､ことL)め､自然と什T･S

の調和がなされ､文化の杏り=Mい　｢牛虎の町｣　つ-りを目指して.Eal民総参加で標津町.l仙紀の揃十を建設してまいります｡

そのためのまちつ-りの施韻

として､次の　l本の件によってこれを進めてまいりますo

｢明日を豊かにする

創造と実行の町政

｢住む人を大切にす

る愛情と誠実の町政

｢みんなに開かれた

公平で清潔な町政

p

孟ちづ-り施策の第一の柱｢明日を豊かにする創造と実行の町政｣
でありますo

M比の銀らしを;:I-.Uかにし､叫

の捕竹化をもたらす状態は､鵠多光速がt桝小とうの開拓塊をJつて築かれ､八･日の本則･=;濃の雑件を成している北濃と酪既を中心とLLJ地場仰光の絶版にかかっているといえます0

本叫は､犯人の努力の蚊米で

=?た:=Mかな雌光溌糠と､雄人なI;然に-=･Sまれた地にあり､批糞
と酪農は逐年発展の　過をたどっているのですか､厳しい総柄の卜では､解決すべき多-の課税を<;包していると皿料されます.

私は､臼然と揮発の綱和を榊

り'eiy漁村引合の文化度を･:川めより;=M.いかな1席鵜地の1<現を目指して努力を傾けてまいるつもりでありますD

まず'

漁巣についてであります｡

近咋増殖技術の‖ざましい進

脱により{=てて捕る漁菜か小心耕し､t･推性は伸びてはきておりますか､いっそうの飛抑発展は1庇の公定1-と通年竹の確保にあると考えますC

この=3越を解決する手だてのつとして､新しい時代に刈応
した回遊魚の榊卯､ふ化小米の進鵬と栽L=独文のいっそうの振興が小可欠であると甘えますので､側係川体機関と協浦を進め

it15から　｢<=･L･漁某貸源神郷セン
ター｣をル収F:LJ　根付資糠の朋輩姉に柵触的に取り組んでまいる所存であります｡これと仰せて､抑時代の水楯技術と漁某紙杓に対応できる経済省と後耶i=

iE収を榊るための研修機総を仰:hCJして､漁某振興のための拠･=…
つ-りを進めますo

さらに､現存進められており

ます械津川の　｢さけ･ますモテル非地｣やーの近代化施設についても近代漁柴を碓･>し､ひいては､漁雌制限･など将水子測されるE際的な漁業規制に対し､岡城の岬椎某紙を確保するうえから･d　紙梅的に推進してまいります｡

次に､

1

農業についてであります｡
本剛の既濃は､酪農を､上体と

して北辺の厳しいn然条作を克服しなから､経舛規模の拡人と近代化を進め発展してきiJのてあります.

しかし､現在の酪農を取りま

-情勢は､㈹際化の流れの中にあって柑前も人変厳しいものかあり'このため川際的な娘争力を適うことと､低コストによる締粥のポカ化か求められていますG

形成の甚本は､-つ-り'牛

つ-り､八つ-りにあると1日われております｡

私は､この名木を卜分認蝕L

e3濃紺;tE今般にわたる人口増化､
近代化を念紙に生雌鵜舶州の轄仙地力向-のLJめのしっ-り対策

･=3用地利糊耶即の適性化を川り
ますo

また'お花の伽興についても

効率的な柁餌を可能とする体制の惟偏､=IY流対策の強化を進めます｡

さらに､農業後継N:の結婚対
策は､f==L;の急荷であるといわざるをえませんoそのL)めにも｢結婚柑淡所｣を

強化するなど九蛸に立ち､関係機関及び川体の協力を得ながら解決にむけて努力いたします｡
f･庇朋境及び1活環境の熊刷

を図り､〝鮒既休=〟を設けるなどの方策を災施して､魅力あふれる農光､ゆとりある広柑小柄を目指し､後嗣石がそして花嫁さんが滋心して定住できる農=割合の災現に努めますo

林業に
ついてであります｡

本zET発展にホ晋な役割を架iJ
してきた林柴は､低迷の状態にありますが､森林のもつ公益性を八･度兄ELnし､本別供給としての森林鞭備にととまらず'治山.治水や菜としての対策'また､酪農と耕地帆風林の1r=;桧山を進めるほか､森林浴gLLの保健休並などの多面的な機能を巾祝して､川小林との倒連を保ちながら､森林総41幣棚引河を促進し､林芸北舶仇の鞘悦や竹材体制の充災を図ってい-考えであります｡

まL).絞あふれる爪いかな港ら

しに寄ケする林業､林何光の艇輿のための森林造成や';山林地



の保育'間伐等森林への投資を計阿的に推進するなど必要な施策を展開してまいりますo

商工業活動についてであります｡本叫の偽装は､小規快経常の
中共体によって占められております.隣接叫の大型仙進出に刈して'小規校小売帖の事菜摘軌の不利を克服する観点から収納の改装駈ヰ域の懸偏へ　カラー舗装なとの環境の繋借を械梅的に進めているところでありますc

LかLt　今や本町の商菜は動

は'広域的な商圏の中で'いかに対応し'柑常すへさかを問いなおす畔であると考えますので民間捕力を振起するため'施設整備安食等の貸付制唖を充実するなどして条件怒憶を進めますo

街路や公開などの都心恭盤の
単機が､地九商業の振興に賛するものであることはいうまでもありませんが'本町摘発の伎F=)付けへ　それを取りま-閃地点について改めて瀬文盲'消中名そして行政が.つ■つを掘り起こ

し､解決への糸口をさがし5==すことが先決であると考えます｡

また'工業でありますが'地

域綿折の落ち込みはもとより等錫に回復できるものではありませんが'行政の果たす役割の`つとして､回'泊を含めた公共和実の拡人に横板的に取り組み
DT期発注､地元某省の優先を念

頭にお-ほか､これらに資する地域開発プロジェクトの実現を検別してまいりますD

水産加上菜については､本則経

折発展に人きち役割を糾う鹿茸であると考えますので'今後は体朗の強化を阿りながら､地域産品の地場加工実現を目指し満蒙と消雪の動向に対応して､いわゆる仙加佃仇を‖川めるための
j==次加｢技術の導入を枇槻的に

促し必要右横肋の手をさしのへ本町ならではのしかも山域践却力のある製品開発に向けて振興策を進めてまいります｡

林席企業の行成についても関
係者と協議して鋭tl心鮎興を川ってまいる所存でございますQ

次に観光産葉についてでご

ざいます｡本EEL hは'知床国立公園'野付

風連退七日然公園の中間に位記し'す-れた自然景観へ　姓のそし'前浜や沖合での釣りなど観光の素地となる資源に怨まれLJ地に立地をしています｡

しかし､現状はこれといった

目玉がないため本町を訪れる観光客の大部分は'知床､ノサノブ'阿寒方面への通過点としての立ち寄り観光が主でありますo

私は､観光開発の戦略いかん

か､本則の飛跡発展の`つのバ■ロメータ-になると考えるものであり'八･枚の開発の視点をL1-て新しい課題ですが通過観光から堺田梨観光にP:iき､観光関連団体と連携を阿りながら､観光客のニーズに刈応した所業の施策を紺逃してまいりたい｡

観光開発の方向としては､地

域に賦舟する臼然観代雅の観光資源を自然を破壊しない荊経で｢見る｣だけでな-各村イへン-を連軌させた通年的な｢体験する｣観光へ人杓的な手を加えこれを点でつなぎ､血へと発展させ鮭を特徴つけLJ河田刊観光を志向してゆきたいo

その際の開発拠･=州となるのは

野付半島の自然景観の保護充実であり'サーモン･パーク構想を含めた｢さけますモデル基地｣建設事業の推進であります｡
この過程で今から忘れてなら

ないのは､訪れた観光客に強い印象を与える地域ぐるみの行き届いたサービスとあたたかい心配りに関係者'町民あげて努めてまいります｡

まちづ-りの第二の柱は'｢住む人を大切にする愛情と誠実の町政｣
であります｡

相済の恭調が全般的な均衡あ
る発巌への時となり'｢中央の時代｣から｢地方の時代｣にと発想の虹枚が求められているのは､ご水和のとおりでありますoこうしたなかで､私は､叫民の心を人切にLt　調和のとれた健俵で愛惜と滅某あふれる文化的な生活環境を創造してまいりたいと考えます｡

しかし'その前途は財政的な
曲も含めてきわめて多難でもあります｡

私は､従来の流れに安住する

ことなく､町民の総意を基底として取り-むために｢主体としての住民｣と｢総体としての行政｣が連帯Lt　町民参加のかたちで町民の創意と工夫を横梅的に行政へ反映し､地域の輪をつくってまいりたいと思うのでありますo

そのための一つとして〝医療と保健の確立〟であります｡健康は､すへての人の恥いて

あり､何かにもかえがたい家庭での瑞でありますo　すべてのEElrl民がひとし-この川心-=心を嘆けるため'保健㌢防指導体制の允実と施設の整備を川り､ナ仇桝蝶をいっそう推進してまいりますo

また'健康をそこなわれた方

には､安心して近代的な搾轍を受けることができるようEZiT打病院の院合新築1人現に向けて努力してまいりますo

さらに私は'日収終的な目標と

して'町立柄院を中心として､試齢名のための老人ホーム､竹きかいセンターや､付/健康セ



ンターちとの保俳如祉施設を配fmL判比の健康と‖川齢hZの細別
を向-させるためのセンター的施設として､｢供糖と細祉の村｣の‖ペ現を考えておりますD

次に〝愛にみちたゆとりある福祉の追求″であります｡
お牛耳りや子供たち'抑E=を

持つ八､母ー家庭等のいわゆる利公的弱者といわれる方々に社会的､経済的な援助をりえることにより';滑な社食竹浦を営めるようにすることに福祉の･仁眼があります｡

私は､今禄の相和施策の推進

にあたっては､施設の幣備や金縄の給付等と相まって陣寄者■と健･:{名が地域初会と　体となる
LJめの施策にいっそう力を入れるとともに､虫に如拙を必要とする人々に対し'夷に必要なものを碓伏することを基本に実質的で深みのある施策に窮点を移してまいりiJいと考えますo

と-に'地域の福祉の風土つ

-りの中心となるボランティア組織のqE戊を榊るとともに'国民的課独となった人目の高齢化によるお年滞りの方々の福祉対

〕

策については､本l=発披にご=t=労されたことに感謝しt=きかい対策や在で名人の柚州施策を小心に総介的な対策を沸じるなど兵の　｢地域福祉｣　の･実現に努めます｡

子供の健やかな成火は'町民

のひとしい願いであります｡保育施設の整備や保内内容の允淡を促進し児蛍遊働地の戦備を進めるなど､標津剛の未水を託す子供たちに良い環境を与えてい-ことは､大切な責務であると考えていますo

次に〝快適な町民の-らしの整備″であります｡本zzlrlに牛活するすべての町民

が'舛き竹きとした日々の-らしをおくるL}め'惣かな臼然と相まった快適な環境つ-りを進め'安心で魅力あるまちつ-りを進めてまいります｡
f･水道が､いよいよ昭和Lハ十

一年から一部供E=が開始されますQ　住民負相の問題について偵垂に対処し'いっそうの並=及にっとめますo

下水道処現区域外の用排水や
通路排水の処珊についても､卜分意を用いてまいります｡

公節目七につきましては､人

.iぷ紫を比械めが岬的に祉殺す
るほか'瑞境の紫帖､牧地内退路の肺氷化も計州附に進めてまいりますD

公倒､紬地について'山的地

にあっては､小目巾な公=ハ空附の碓保と線地の確保という観古州から鋭==仙繋偏を進めるとともに'今別的には地域のJ::,･校あるいは地域の拠点となる叫<;会桝を中心として逃劾仏域や小公側をi=悩し､地域車体の　｢うるおいの域｣を碓保してまいりたいと考えています｡

迫路交通細についてでありま

すが'心術地及び幹線農迫とも舗装化を屯点に故山を図りながら､街路については､街路樹等の緑化を維進して､いわゆる｢ナナカマド通り｣というような塵称血路を磐備してまいりますC
さらに'何泊l　11LnlL,線の席

別バイパスと近々川北･申稚津緑の川北巾街拡巾の促進については'強力に進めるとともに幅
日日挟あいな忠概橋の褐線化を引

き続き川に対し安納してまいります.

また､地域閉経プロジエクー

の.つとして'川北､標津問を

)

縦ふ==i恐山路を川北'根津周の
fg7水の紺折絹地をうららう動脈ル-卜と化Pr;.州け､班化収:<現を川やJに対し､強-捌きかけてゆきます｡女満別火に港かそうであるように小紙津化し港のジエツ-化によって､奥根{允観光のふ例日は小拙津空港が拠点化することは裾L7に想像できるのでありまして､小標津空港～川北-樵け～触媒･ノサソプへ'そして野付凪通追従‖然公悦へと通じるラインを化禁止し､さけ･ますモテル鵜地それに九に述べました〝搾妹と柄相の刷〟を経由するこのルーーは､日精舛油はもとより観光動脈として川北･柑津周の拠･:…として経済批興の起楳剤にしてまいりたいと柵想するものであります｡

冬糊の除排巧については､;+

-て=き届いた体制つ-りに屑田f=5をし､冬の作柄を守ります｡l雌川の安定は､住民SL.･=の･;_縦するものであり､･:止住を促す原･=州でもありますo

またへ　新月か･:山前する活災あ

る郷Lをつ-るLJめにも既存椎柴の粒輿のみならず地域資糠等を描mする公廿のない企菜誘致

についてi枇帖的に進め榔川ー揃に努めます｡また､地化;;濃で調達するぷ紫溌材叩-を叫能な限り地化での製造を仙究し､-濃の節分町の例孤と'冬則朋を
〈CめLJ仙川の適中化に努めてま

いります｡

軌叫.<名と-に末糾繊労働茶の

作柄滋i止と細別岬進のために､竹浦資食､教わ安食の舶詐及び利子榔給を検7;してまいりますD

また､冬別糊の1 -巾が途絶え

る労働石の方々の対策水菜の･.<施､梯#,細川企制性の耶絞､允
･.<についても倒係川体と連携し

刈取を強化してまいります｡

交通部枚や仇犯対顎'災竹=1の

帆Tt=については､　‖身近で確りするとこれほど悲惨乙ものがあるでしょうか｡

朝会関越になっているにもか

かわらず交辿水仙などは減る如配がありません｡

¶比のt:命肘鹿をJ.7り､･:1T(心

した毎日をお-れるよう人然仇止にガ全の対策を講じてまいります｡

次に
豊かで個性ある教育

文化･スポーツの振興



であります｡八･日の数日を収りま-環機は
厳し-'様々な問題を抱えております｡私は､数台黍日日会と十分迎杓をとりなから､代将される教qtの甥別を目指して､･LJ剣に耽り-みたいと考えております｡

また'教や条Mの向-のため

I::1校施化収の幣情や､教..tLT､数日ハ
の允甥と'数日Hm七の改Sz=を刷り'地域桁弟のろい散田を目指します｡

熊らしにゆとりか〃まれ､f･

消散巾かさけはれる咋八㌧　利全教巾の硫安竹が認識されていますが､公はkE｡Lm軌を拠･=!として利全教qZの允･.<を図[ていき
A lH少年の健4-巾戒や小火の文化

芸術に接する機会を榊やすなど文化のル‖及に努めていきたいと想います｡

あわせて州内の推濫･;1が､

符牒実問の州ハ桝解を深めるL)めに'州圧体験交流を礼全教ff面から進めてまいりますC
さらに､スポーツ批難につき

ましても'総人目体内f純を小心として施設の巾効利川を図り右から'指や体制の充実と説拙･Tや愛如bIの内戚に力を入れ､髄伐つ-りの`環として叫比析スポ

-ツの≠=及に努めるとともに､文化体iC:舶刺(鵜食を拡充強化して'令迫､仝同人会への参加名に対する爪印の椎減をはかります｡･==等教ff機問としては'標津高校の改築促進に向けて強-倒係機朋に働きかけるとともに､稚内的祝･=州で女/仙別人…]･の湧汝にも収り-みますe

〝明日をひら-まちづ-り″について申し上げます｡八･､畔は･1人川紀を･1=勺
後にひかえ､いきましい利り卜の進駐は私たちのr州仰iLなかったことか呪･.<と･Lirて現われてきておりますe

しかし､視点を`抄紙じれは､′〓

政改小の波が激し-ゆれ動き私たち他力n･･.G体まで人き-彬幣か及んでおり､本杓も厳しい状況にあることは∪肌に述へたとおりであります｡

私は'このような糊代LJからこ

そLT H剛比の=欠如を縦触してへ　叫日の拭け叫をきり拓いていく糾しいい発の叫でJあるとづえますC

;

このLJめの方策として､住比

参加によって未来の標津剛のル欣榊小目であります｢まちつ-り甚本別内｣　の策定を手かけたいと思いますo

またへ　未来をささえる本町の

軒い力と関係川体､そして;政の二.つのエネルギーを純粧して｢=;･f中開発会浅｣をつ-り明日の砧らしを基本に据えた柿ハ八と特色あふれるまちつ-りに取り-んでまいります｡

仙人の方々につきましても､

仏聴捕動の`現として｢-らしの耳二一タ-制性｣をつ-ります細目ム=州に･Tfちいわは北らしの

tiLiめである細入の〃1はた的な

発想､みじかな柴刈･か多-あると川心うのでありますo恥入の･iこそ日々の=推らしの切･.<な代弁名であると考えるからであります｡

まちづ-り施策の第三の柱は｢みんなに開かれた公平な町政｣であります｡件t･=怠瓜やf･捕様式の変化に

ょり､;LZ沖村でも巾肘地てらかっての地域=ハ川体的左目=心昧人目い

が失われ､地域社会における仕比の連体感が席捲になりつつあるのは本町も例外ではありませんo　このi)めコミュニティ橘動を械梅的に応接しますo
地域の連伴感を深め､捕気に

仙ちLJ明るい叫をつ-るには､Ell;会などコミュニティ捕動が巾紫であり､スポーツ､レクリエーションなど行印.〓小における住比参加へ　災巾=などの布巾の際の日､h鮒純へ独居老人えのTLかけ迎刺などタテ測り村政では対応できない側所を､コミュニティ川体との迎接を兎にして.‖ってゆ-ことを考えてみたい｡L=刺のための乗れつ-り､環境つ-りに取り-み､Eah比がひとし-心の==Uかさを感じ'允WYLた日々をお-れるようも叫収を進めてまいりたいとH心いますo

それにも和してホ盟なことは

親しまれる役場つ-りであります｡

小会情勢の変化と作は什仙織の

饗やにより'仲山の.日放に対する公5･も多城化してきております｡そのようななかで､叫はのどなたが流れてもわかりやす-低率と簡糸､日, ｡.;乙処理を日にした機椛の兄･EILを川るととも

一

に｢白,L･創造･恐い退り｣を職日日訓に､職;の資朗を=回め'絹に新しい視.点か･3.㌔…桧を行ない不断に牧神の努力を屯.T MJはか丸秘に投機を利用できる親しまれる役域つ-りに努めてまいります｡

以-叫政に批む私の.fHの`

端を申し卜けましたがへ　剛比の托らしの向-と仏たちのまちか末水に向かって鵬甜するLJめに私に湖せ･;れた剃りと=;'作を-分〝仙威し､叫比とともに考え､協力し4日い､ともに=勅することか求められていると‖化しておりますe

札は､;比の析さまの九州に

hりって､剛つ-りのエネルギー
を･a災し､淵もかれんで艮か[た'みんなか･):びを｡仰り八=える枕津;を則りたすため､(･力を八､くす拙F=心であります｡

即減公議:;の怖さん推ひにET
比のj･=さんの二桁頼こ協力を川にお噺い小しーけまして､私の施政･･T.1釘を終わりますひ



退路交通法の…部が改正され､

主なものは九月1日以降'段階的に施行されます.

今回の改正は､ここ数年増え

始めた死亡事故を減少させるとともに″車社会〟の新しい秩序つ-りを目指すものですo
･モな改正点は次のとおりです.

●シートベルトの兼用が

兼務付けられました

-　　　　　九月一日暮Lt:　-

すべての道路で'ドライバー

はシー-ペルーの着用が義務付改正i土路交通法の主なものの施行期日

けられましたoまた､ドライバーは､助手席にすわる人にもシートベルトを着用させてからでないと､串を運較してはいけません.同時に'ドライバ-は､後部座席にすわる人に対してもシートベルトを着用させるよう努めなければなりませんo

八達反した場合の措置)高速道路=ドライバ-本人が

着用していない場合に行政処分点数T点.
山般道路-今回の法改正の趣

旨がドライバーに徹底し'シートベルト着用忠誠が向上した段階で､行政処分点数を付することを検討することとなっています｡(特例)次に挙げるような人は着用義務を免除されます｡▽乗り降りのひんぽんな郵便集配車などのドライバー▽妊娠や負傷している人など'蝶孝上または健康の保持上シートベルトをするのか適当でないドライバー

▽体が非常に大きい､あるいは小さいので適切にシートベルトを装荷できないトライパー▽バックの運転をするときのドライバー▽その他'パレードなど禎数の腎察月%両で碓衛等されている坤のドライバ-や公職選挙法上の選挙用臼軌車の-ライハ-(候補者や運軌員に限る)などですQ　なお'助手怖同乗名についても､ほぼ-ライパーの場合に準じて免除が認められます｡●空ぶかし等の行為が

諌止されます-　　　　　九月一日発行　-

ドライバーやライダーは'正

当な理由がなく著し-人に迷惑になる騒音を生じさせる方法で急発進､急加速､空ぶかしをしてはならないことになりました0人遁反した場合の措置)
行政処分点数丁点o

●初心者ライダーの

二人乗り禁止

--------九月一日▲行　-

自動二輪車の免許を取って一
年末満の初心者ライダーは'二人乗りをしてはいけないことになりました｡

)

(追反した場合の桔?.ViI政処分点数　点o反則食川千Ho罰則∵`万川以卜の別命.(原勅機佃白秘中)●ミニバイクの右折方法が

変ります

-昭和六十l年l月一日施行-

次に挙げる退路では'図のよ

うに曲から･なければなりませんC①標識でホ析方法か指定されている交iil･点②･J側　1巾線uhある退路で爪
日ソ機のある交発i=f(標品等で除

外される場令もある)　つまり､まず左端を走り交弟古川の端を巾進し､そこで車体の向きを変え進む方向の代Uヶに従って的進することになります｡八達反しLJJ均分の拭吊V
i=政処分点数■･=…D反則令一

千T｡刑則､万‖以下の別命または科料o

ガンに{するtE欄麟
電行っておDま7.

電話番号は
(01り27ト5110

毎週月曜日から金曜日までの午
午前10時から正午まで､ガンに
関する悩みごと相談を受けてお
ります｡

財団法人北海道対がん協会

●初心者ドライバーのための

机智

-昭和六十一年一月一日施行-

免-T月収;綾　牛以<;に〓政処

分･3数の人=7=が川･=州か=･:!になつLJドライバーは､公甘委=〓会が.I,つ｢初心逃帖省純習｣を嘆けなければちら･なくなりますD●ヘルメツー放用が

ミニバイクのライダーにも義務付け

-昭和六十一年七月五日施行-

ニバイクを迎松する八は必

ずへルメソ-をか､やわなければなりません｡

施行は来年のL月日日からで

すか､施.=桶でもヘルメソトをかぶり身の安食をはかりましょ
ヽ｢′

(述反した場合の捕.r=)
わ政処分_･j州数､点｡



抑置き'卜年以内耶遠で中綿により貸付されますoその他､改止内容の詳しいことは'役場年金係にお｣叩ね-ださいo

児壷扶凍手叫法が六卜年八月

一日より改lI;されました.

改正の主な内容は'次のとお

りですo
一､手当がFL I群に応じて　l段階

になります｡○年収.L`力H未満のガ

(月報)`力`千日

o年収.Ll万円以卜.CO

力‖未｡Sの方

(月額｢.力`千E:

なお､年収二日0力〓以1この
方は支給されませんo

たたし､従前の受給者につい

ては､.牛州に舶り'日独　l万二千日が女給されますo二､新たに'別れた夫(父)　の

所得による女給制限が設けられることになりましたが'実施時期は､あとでHか･:止めることになっていますo

三'手丁紬が'制度改日で現在

より少な-なるガに対しては少な-なった棚の範囲内で｢児輯扶凍節食｣母/棚祉資令の中に郎ル収'無利/､･'(ヵ‖

する3t=朔｣を提出していたLJ-ことになりました.

なお､-わしいことについて

のわ問(目せは､釧路支庁税務部課税課自動中税係(屯詣U.良川-川一-一l二二添'内線四∴0又は川二二までご連絡-L)さいo

根苓支庁地方部税務課

一'自動呼を収得したときはt

H軌坤取得税が課税されます0
､日動車の取得価格(詫門佃

格ではありません｡)がエリ万;以下の日動小に対してはへ自動坤取関税か課税されません｡

三､日動車税､日掛申収村税申

筑北=の碓山及び納税を板1.i光者等に代行させたときは､小名t=のYLをせけ収る際､その中〃]井に押印されている禎収印を必ず確認しましょうO
(自動車税及び自動車取得税の

課税免除を申請されro方へ)身体帽TlI名と年Hを共にする

カか'もっぱら身体脚光新のために使用する日動小の課税免除を小柄するときは､竹民的小等のほかに､身体抑佃=満が　｢地院又は過半等をしていることを;_明

‥

第21回

もぺつ軟あeiまつり

●9月22日(日)

(雨天の時は9月23日)

●町営標津スケートリンク

*

〔催しもの〕
･秋鮭原価販売

･サ-モンダーピレース

･秋鮭つかみどり

･やまべつかみどり

･ふれあいコンサート

-標津町観光協会-

12

棚‥飛行的町内会連絡協議会JrI

仰の祈l川根笠ftr内町内会抑八部研修大全が､来る卜月卜二日仙lI仙十叫11十分から別海:I社会細則センターを公域に悦仰されます｡

この研修入会は､叫内金捕動

の中でますますれ紫とil15つてきている如八部捕軌について'その清竹化を桝催しょうというものです｡

雌雄ME=T内公地4日人`人では､終
E内金を通して広-参加名を労りますので､こ加入のみ･tjさんの松柏的な参加をと呼びかけています.

免除を受けた期間は追納できます保険料の免除を嘆けた期問の

lT食については､保険料を納め
た域4日の　分の　で別辞することになっていますo

そこでf･清にゆとりかできた

ときには､池上IL勺=別までさかのほって､{畔の保険料和で追納できる和利な力はを探っていますo　これを追納制度と呼んでいます｡

免除を壕けたガで､保険料を
納めることができるようになった人は､保険料を追納しましょ

ノ

う｡追納されるんは柁切回は勺金係にお巾LH-たさい｡

保険料は

納めましたか

旭は年金の保険料の納め忘れ
がないかとうかお朋へくたさい｡保険料を納め忘れていますと'ガ　の小紋のとき､抑Tn勺令や叩ー年金なとをせけ･;れないばかりか'光へ.什って､老齢Y-令さえ受けられないおそれもありますo

もし'納め忘れの保険料があ

れば､す-納めましょう｡

･町民生活課･国民年金係



9月は老人禰祉月間です

標津叫では､

到来する･HM齢化時代にむけて毎年九月を名人福祉月間としてさまざまな行事を計画していますQ
これは､長い

間地域社会の発展のために力を尽-された老人の長寿を祝い'伝-敬愛の思想を浮及することと.･杭齢化時代にむけて､老人も広-社会参加してもらおうというものです｡

期間中は次の

)

∴lつを運動の中点として滋施し
ます.〓　老人は健機の保持､哨進と

社会参加に努めよう｡
〓　地域-るみて析柚的に名人

を支えようO

H　空かを.=齢化利金について
みんなで考えようCまた期間中に老人関係行事を

集中して行ないますが､終行事

への参加や協力を呼びかけているほか､外剛川合でも敬老会などを尖施して町-るみて老人福利をと呼びかけていますo

この日糊を機会に､心のかよ

う==)かでtTがいのある地域社会つ-りについてみんなで考えましょう｡(老人福祉月間関連行事)･第pqH標津町ゲ--ポール入

会=九月三日鳩ケ丘グラン-

･敬老のH入院思者見舞=Ⅷ脚迫

九月十五日-標津病院

･根室管内老人ゲートボール入

会=九月∴トロ鳩ケ丘プランド

･金婚を祝う合=九月三トロ･老人福祉月問ポスターコンク

ール応募作‖m展示-九月中､小火公民館

お座敷列車で廻る2,000キロ　｣ノ

唾雛票慧警禁物
旅行代金100.000円

お問い合せ　お申し込みは

根室標津駅(2-2023)川北駅(5-2038)

電話局だより(N｡44)

停電になったとき使えない電話は?街角のポソクスやポールにつ

けられています指い屯t･;や3=E色い心誠二00日赤屯満は'作屯になるとご利用できません｡なお‥0蘇二■九番の緊急通報ボタンは作屯でもこ利川いi)だけます｡

般の屯F;や`OH赤屯話は､

いつでもご利用いただけますo

(根室標津電報電話局)

近年は'紫業主の方々の陣苫
者についてのご理解と関心が;:E

れ､　人でも多-の障害者か働-域を待て'都会活動の一軍を

･:･･ ､∴君

".｡. L ･'_1

まり､その雇用状況は着実な改善がみられるところでありますが'いまだにその雇用の改善は十分なものとはいえず'まだ多-の障害者が働-機会を待っていますo

間A
描い竹がいを感じることができますよう'射業主の人々のご和解とご協力をお職いいたしますo

心身陣f=草他用促進協
会では､事業主の皆さんにいろいろな援讃制度を放けていますQ　これらの制度をご利用いただき､‥人でも多-の陣苫者を雇用されるようお愉いい

障害者の雇用を通して'福利

の向上を図ることが社会全体の共通の使命であることを認識さ

たしますo詳し-は､他案公共職実態定所におたずね-i)さい｡

(根室公共職業安定所)



令付あtDがとら

だざtL)ます

>川北･藤谷久枝さんは全快祝

を廃して社会相祉協議会-

>川北･森井文作さんは全快祝

を廃して社会福祉協議会へ

>聖二友標津支所ではl舌軌資金と

して社会福祉協議会へ

>北標津･川中忠さんは全快祝

を廃してヰt合福祉協洩仝-

>標津･遠膝雅博さんはベビー

肌着15着､バスタオル20枚を標

津病院へ

>標津･板rFjJ.故さんは香典返し

をI薙して体育文化振珊基金へ

>枇tr._衷葬儀委員代表佐々木I17=

-氏から文化･スポーツ施設建

I.i.ト　-

>標津I Ff-川村LLさんは出産祝

を擬して乳幼児等保健相噂事業

備品購入蛍として

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます
~　~　　　【　　　-~~　~｢　【

7日lr'Hから糾11.5日までのnllll■.分です｡

(敬称は略させていただきました｡)

十月一口｢杓勢調査｣が全国

いっせいに.〓われます.節.回国勢調査は人山九年に実施され以後五年ごとに加われ'今回で
･L四凹日となりますD

国勢調査は､3fI内に住むすべ

ての人が刈象となります｡九月下旬から卜月L旬にかけて調査員が皆さんのお宅におうかがい

して､調満票の配布と回収を行いますQ

調査票に記入していただ-の

は､皆さんのお宅にふLJん住んでいる方全日です｡旅行などで一時問守にしている方､三カ月以卜にわたって長期滞在している方､竹まれたばかりの赤ちゃん､tLみ込みの従業員の方も含

10月1 E)はIEl勢Pl暮

コンピューターで処理｡

だから､ね｡

調査票は折らないで｡

10月7日までに

調査票を集めに伺いま10

まれます.お年寄りから'アパートなどにひとり住まいをされている学生まですへての人びとのご協力が必要なのですo

鋼索する事項は'氏名'坊女

の別､出生の年月､就兼状態ちど全部で十七項目ですo簡単に記入できるもので､わずかな時間しか要しませんo調査日や調査関係者が調査叩称に記入していたL)いた<;容をほかに減らしL)り､統計以外の目的に使うことは法律で倒-禁じられています｡ゼ心してありのままを,rJ:人してくださいo

調禿縦果は､団や都退府蝦､

巾町村などのこれからの行政施策の基礎資料へ人口分析などに利朋され､私たちの幕らしをより快適に休みょいものにするための兎紫な貸利となりますo

回圏国圃
結婚のお祝いは､電子郵便で

秋の結締シ-ズンを迎えましたD

今回は､お祝いのメッセージを屯J郵便で送ってみてはいかがでしょ

うか.お祝いのメソセージは､相手の方に~割どれ､しかも送る側の気持

ちが素直に伝わって欲しいものですoそのF.I..:､屯丁郵低なら手書きのお

祝いの.言葉やイラストをそっくり､そのまま届けることができますので

打って付けです｡あなたのアイデアで卿再らしいメッセージを送ってみ

てくださいo

電子郵低は愛称レタックスとよばれ郵便とファクシミリを組み合わせ

た新しい郵便ですo

●料金一通信文1枚日は500円｡2枚E]からは1枚につき300円加算.

+送達時間一当日中配達｡ (一部翌日放免イ舶己達o)

●慶祝扱い一特別にデザインされた封筒で配達｡配達希望Elが,差し出

しのRの翌日以降10[]以内の場合は､配達Flを指定できます.

●川紙-fi4までの人ききなら白IIl｡弾用梢紙やひな形は郵便局にあります｡

人口のうこき世帯数2,226世帯(十4) 即日Fj1ト榔E人[コ7,270人(十9)男コ00人(+2) (日柳川文3,670人(+7) 
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